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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向をふまえ、平成 19 年 5月期（平成 18 年６月１日～平成 19 年５月 31 日）

の業績予想につきまして、平成 18 年 11 月 14 日に公表いたしました業績予想を下記のとおり修

正いたします。 

 
記 

１．平成 19 年５月期個別・業績予想の修正 

＜通期＞                             （単位：百万円） 

売上高 経常利益 当期利益

前回発表予想　（Ａ） 1,050 277 166 

今回修正予想　（Ｂ） 1,080 330 185 

増減額　（Ｂ－Ａ） 30 53 19 

増減率　（％） 2.9% 18.8% 11.0% 

前期実績（平成18年５月期） 770 206 117 

 
２．修正理由 

 当社が所属するインターネットセキュリティ市場は、インターネットを利用した事業者

や利用者が増加するなかで、ウィルスや不正侵入行為による被害、情報共有ソフトウェア

による情報漏洩などの事故が多発し、企業の内部統制強化に向けた動きも活発化するなど、

引き続き拡大しています。 

 このような状況のもと、当社は通信事業者やデータセンタ事業者を中心としたインター

ネット関連サービスを提供する企業との関係強化に努め、当社主力事業であるセキュリテ

ィサービスの拡販に努めました。 



 その結果、売上高につきましては、販売パートナーからセキュリティサービスの受注が

順調に推移し、概ね計画通りに進捗いたしました。 

 経常利益面では、セキュリティサービス提供件数の増加により、製造原価が圧縮され、

原価率の改善が進みました。また、営業部門・サポート部門でパートナー別の組織体制の

再構築ならびに強化を行い、一人当たりの生産性を高め、効率化を進めたこと等により、

販売管理費を当初計画より圧縮することができ、売上高経常利益率が当初予定より改善す

る見通しです。 

 この結果、業績予想を売上高1,050百万円から1,080百万円に、経常利益を277百万円から

330百万円に、当期純利益を166百万円から185百万円にそれぞれ修正いたします。 

  

 

（参考）剰余金の配当について 

剰余金の配当につきましては、下記の内容を平成 19 年 5月 16 日付けのリリース「剰余

金の配当（増配）に関するお知らせ」として、発表をさせていただきました。 

なお、当該内容は、より積極的な株主還元として平成 19 年 5 月期の期末配当金を従来

予想の 1 株当たり 582 円より 418 円増配し、1,000 円に修正致したものであります。 

 
（参考）年間配当の内訳 

  

基　　準　　日 中間配当金 期末配当金 年間配当金

当　期　実　績 － 1,000 円  1,000 円  

－ 1,374 円  1,374 円  
※注  (458 円) ※注  (458 円) 

1株当たり配当金

前期実績(平成18年5月期)
 

※注（ ）内の数値は、平成 18 年 11 月 30 日を基準日として 1株を 3株にする株式分割 

の影響を加味し遡及修正を行った場合の１株当たりの数値を記載しております。 

※本件は平成 19 年 8 月 30 日開催予定の第 6 期定時株主総会に付議する予定です。 

 

 
※ 上記の業績予想は現在当社が入手可能な情報に基づいたものであります。予想には様々な不

確定要素が内在しており、実際の業績は今後様々な要因によってこれら業績予想と異なる可

能性があります。 
以上 

 


